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１．は じ め に
平安時代（９３４年頃）に源順が編纂した『倭名類聚抄』は，見出しの漢字・
漢語に対して出典と和訓を注した，意義分類の辞書である。見出し語に対して
一々出典を挙げるのは，『倭名類聚抄』の特徴と言える。本文を挙げることで，
次の例文（１）のように見出し語に関する説明が記述される場合もあり，例文
（２）のように見出し語の異名・別名を示す場合もある。それに対して，例文（３）
は見出し語に対する用例としての性格を持つ。また，例文（４）では出典を挙
げてはいるものの，見出しとなる漢語を示すのみである。『倭名類聚抄』で出
典を挙げることは，見出しとなる漢字・漢語に対して確かな典拠を求め，その
形が文献中に実在することを示すことを第一義的な目的とすると考えられる。１）
（１） 兔 四聲字苑云，兔［音度，宇佐 ］，似小犬而長耳缺脣者也。
（７－６６オ）２）
（２） 繩 兼名苑云，繩［食陵反］，一名索［蘇各反，奈波］。 （５－８０ウ）
１）見出しとなる漢字・漢語に対して確かな典拠を求めようとするのは，典拠ある本文を権
威とし，典拠に基づいて記述を行おうとする，平安時代の学問態度としての「本文主義」
と関連付けて説明される。「本文主義」については，川口（１９５９），池田（１９６９），大槻（２００２）
などを参照。
２）用例は，十巻本の『箋注倭名類聚抄』による。テキストとしては，京都大学文学部国語
学国文学研究室編『諸本集成倭名類聚抄』（臨川書店，１９６８）を使用した。「７－６６オ」は巻
七６６丁表をあらわす。
（３） 水豹 文選西京賦云， 水豹［阿左良之］。 （７－５７ウ）
（４） 手子 遊仙窟云，手子［師説太奈須惠］。 （２－３８オ）
『倭名類聚抄』では，基本的に一つの見出し語に対して一つの出典を挙げる。
しかし，出典となる引用文献が複数にわたる場合も少なくない。十巻本の『箋
注倭名類聚抄』では，最大五つまでの出典が挙げられるが，二つ以上の出典が
引用される場合は６１４項目で，総項目数の２割を超える。３）本稿では，『倭名類
聚抄』において，どのような場合に複数の出典が挙げられるかについて考察を
行い，二つ以上の出典が示される場合における提示順序の問題に関しても検討
することにする。
２．複数の出典が挙げられる場合
２．１．見出し語に関する複数の情報を示す場合
『倭名類聚抄』は，典拠ある本文を載せる類書の形式を取っているが，類書
がなるべく多くの情報を集めようとするのに対して，『倭名類聚抄』は類書ほ
どそれに執着しない。しかし，『倭名類聚抄』においても，二つ以上の出典を
挙げて，見出し語に関する説明や異名・別名，用例などの複数の情報を示す場
合が多数見られる。４）
３）割注で示される場合は除き，「唐韻云」，「陸詞曰」のような引文形式で示される書名や
人名を出典として数えた。総６１４項目のうち，二つの出典が挙げられる場合が５１９項目で
最も多く，三つの出典が挙げられる場合は８２項目，四つの出典が挙げられる場合は１１項
目，五つの出典が挙げられる場合は２項目である。
４）見出し語に関する複数の情報が一つの出典文献の中で示される場合もある。下の例文で
は，一つの文献の中で，見出し語の意味説明と異名・別名の情報が共に示されている。
（１） 杜仲 陶隠居曰，杜仲，一名木綿［杜音度，波比末由美］，折之多白絲者也。
（１０－１０４ウ）
（２） 魚 崔禹食經云，［折青反，佐介，今案俗用鮭字，非也，鮭音圭， 魚一名
也］，其子似苺［音茂，苺子即是覆盆也，見唐韻］，赤光，一名年魚，春生年
中死，故名之。 （８－２０ウ）
（３） 木瓜 爾雅注云，木瓜，一名楙［音茂，本草木瓜，毛介］，其子如小瓜者也。
（１０－１００オ）
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（５） 芭蕉 唐韻云，芭蕉［巴焦二音，波勢乎波］，其葉如席者也。
兼名苑云，一名甘蕉。 （１０－９ウ）
（６） 津 四聲字苑云，津［將隣反，豆］，渡水處也。
唐令云，諸度關津，及乘船筏上下經津者，皆當有過所。
（３－５２オ）
（７） 鹿角菜 崔禹食經云，鹿茸［都乃万太］，状似水松者也。
文選江賦注云，鹿角菜［漢語抄云，和名同上］。 （９－３２オ）
（８） 騎射 漢書云，甘延壽，以良家子善騎射。
楊氏漢語抄云，馬射［宇末由美，今案馬射即騎射也］。（２－８７オ）
（９） 大辛螺 七巻食經云，大辛螺［阿 ］。
漢語抄云，蓼螺一名赤口螺［和名同上，弁色立成説亦同之］。
（８－３９ウ）
例文（５）は「芭蕉」に対する説明と異名・別名の情報を提示し，例文（６）
は「津」に関する説明と用例を示している。例文（７）では，意味説明の後に
見出し語と一致する形を示し，例文（８）は，見出し語が使われる用例の後に
見出し語の異名を提示する。例文（９）は，見出しの形を単独で提示した後，
同じ訓で読まれる異名・別名を示している。例文（５）－（９）のような場合は，
様々な文献より見出し語に関わる記述や用例，異名・別名などの情報を集めよ
うとすることによって，複数の出典を挙げるようになったのだろう。
２．２．見出し語と関連性を持つ事柄の記述を加える場合
『倭名類聚抄』では，複数の出典を引用して，見出し語と関連性を持つ事柄
について記述を加える場合がある。５）
（１０） 機 國語注云，織設經緯以機［居衣反，楊氏漢語抄云，高機，多加波
太，今案機巧之處，和加豆利］，成布也。
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［經緯附］ 説文云，緯［音尉，沼 ，謂緯則經可知］，横織絲也。（６－５３ウ）
（１１） 軾 説文云，軾［音式，車乃止之岐美］，車前也。
［軫附］ 四聲字苑云，軫［之忍反］，車後横木也。 （３－７２ウ）
（１２） 餅 釋名云，餅［音屏，毛知比］，令 合并也，胡餅，以胡麻着之
［今案麥粉也，此間餅粉，阿禮，是也］。
［殕字附］ 四聲字苑云，殕［孚乳反，與撫同，今案訓賀布］，食上生白者也。
（４－４３オ）
（１３） 牛 四聲字苑云，牛［語丘反，宇之］，土畜也。
［犢附］ 爾雅注云，犢［音讀，古宇之］，牛子也。 （７－７７ウ）
例文（１０）は，見出しの「機」に関する記述の中で使われた「緯」の字に対
して，別の出典を挙げて説明を付け加える場合である。二番目に提示されてい
る本文の内容は，前の記述で現れた「緯」の字に対する注釈的な情報と言える。
例文（１１）は，見出しの「軾」と意味的に対となる「軫」の字に関する記述を
付け加えている。例文（１２）では，「餅」の項目の中で「かびる」の訓を持つ
「殕」の字について説明を施している。例文（１３）では，見出しの「牛」の下
位部類に属する「犢」の字に対して記述が行われている。このような場合は，
見出し語との関連性は認められるものの，直接見出し語に関わる記述とは言い
５）見出し語と関連性を持つ事柄の記述が示される場合，必ずしも複数の文献が出典として
挙げられるとは限らない。下の例文（１）－（３）は，一つの出典の中で関連事項の記述を付
け加える場合である。因みに，例文（１）の原文では，部首字の「齒」の部分が「口骨
也，象口齒之形，止聲，凡齒之屬皆從齒，昌里切」となっており，「齔」に対しては，「毀
齒也，男八月生齒，八歳而齔，女七月生齒，七歳而齔，從齒從匕，初菫切」と注をつけて
いる。「齔」の前には，「」の字が介在し，「齒」と「齔」が直接隣接しているわけでは
ない。
（１） 齒 説文云，齒［音始，波］，口中骨者也，齔［初覲反，去聲，訓波加久］，毀齒也。
［齔附］ （２－１５ウ）
（２） 斧 兼名苑注云，斧［音府，乎能，一云與 ］，神農造也， ［音秘，一音必，乎乃々
［ 附］江，一云布流］，斧柄名也。 （５－８４ウ）
（３） 棺 四聲字苑云，棺［音官，一音貫，比度 ］，所以盛屍也，屍［音與尸同，訓或通］，
死人形體曰屍也。 （６－７７ウ）
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難く，やはり別の事柄と看做すべきである。一つの項目の中で見出し語に対す
る記述のみならず，何らかの関連性を持つ事柄に対してまでもまとめて記述す
ることは，所謂百科事典的性格として把握できる。
２．３．注釈文を合わせて引用する場合
次の例文（１４）－（１５）は，出典として挙げられる文献に対して，その注釈書
の作者名を挙げて注釈文を付け加える場合である。
（１４） 鞦 文選射雉賦云，青鞦［音秋，師説乎布佐］。
李善曰，鞦，夾尾之間也。 （７－４６ウ）
（１５） 洲 爾雅云，水中可居者曰洲［音州，和名 ］。
李巡曰，四方皆有水也。 （１－５７ウ）
『文選』に対しては，「李善」のほか，「劉良」や「薩」の注が付けられ，『爾
雅』に対しては，「李巡」，「孫炎」，「郭璞」，「舎人」の注が示される。他の漢
籍では，『尚書』に対して「孔安国」の注が付けられ，『楊雄方言』や『山海經』
に対して「郭璞」の注が付けられている。『倭名類聚抄』において，注釈書の
作者名のみが単独で挙げられることは殆どなく，「文選注」や「爾雅注」，「尚
書注」，「方言注」，「山海經注」のように注釈書の作者名を挙げない場合が多
い。６）
２．４．見出し語を構成する各々の字に対して出典を挙げる場合
『倭名類聚抄』には，二つの漢字が見出しとなり，各々の字に対して出典を
挙げる場合がある。
（１６） 脅肋 四聲字苑云，脅［ 業反，加太波良保禰］，身傍脅肋間也。
文字集略云，肋［音勒，太須介乃保禰］，幹骨也。 （２－２７ウ）
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（１７） 臣僕 文字集略云，臣［音辰，日本紀私記云，夜都加禮］，在下之稱也。
唐韻云，僕［蒲木反，和名上同］，侍從人也。 （１－９４ウ）
例文（１６）－（１７）のように，見出しを構成する二つの字に対して各々出典を
挙げる場合は，前の字に関する記述が後の字に関する記述より先行する。例文
（１６）では，「脅」と「肋」の字に対して各々の和訓が挙げられるが，例文（１７）
は，「臣」と「僕」の二つの字が同じ訓で読まれる。（１６）－（１７）のような例と
しては，「陂堤」（１－４９ウ），「嶋嶼」（１－６３ウ），「朋友」（１－９６ウ），「巫覡」（１
－１００オ），「咽喉」（２－１７ウ），「鬢髪」（２－１８ウ），「樓閣」（３－４ウ），「車駕」（３
－６８ウ），「権衡」（６－２３オ）など，二つの字が意味的に密接な関連性を持つ場
６）『倭名類聚抄』には，その他にも「周易注」，「周禮注」，「毛詩注」，「国語注」，「禮記注」
など，多くの漢籍の注釈が引用されている。下の例文（１）では，「漢書注」の後に「應劭」
と「李斐」の注釈が続くが，「漢書注」を出典として引かれている「高祖爲人隆準」の部
分は，注釈文ではなく，『漢書』の本文である。例文（２）は，「張晏」と「應劭」の漢書
注を引いているが，『広韻』の「 」の条を見ると，「説文曰，木上曰果，地上曰 ，應劭
曰，木実曰菓，草実曰 ，張晏曰，有核曰菓，無核曰 」となっている。この例は，山口
（１９６８a）も言及したように，『唐韻』より引用したものと考えられる。
（１） 鼻 陸詞切韻云，鼻［音美，波奈］，面中岳也。
［嚏附］漢書注云，高祖爲人隆準［音准］。
應劭曰，隆，高也。
李斐曰，準，鼻也。
玉篇云，嚏［丁計反，波奈比流］，噴鼻也。 （２－１２ウ）
（２） 果 唐韻云，説文，木上曰果［古火反，字亦作菓，日本紀私記云，古能美，俗云，
久多毛乃］，地上曰 ［力果反，久佐久太毛能］。
張晏曰，有核曰菓，無核曰 ［核見果 具］。
應劭曰，木實曰菓，草實曰 。 （９－５６オ）
７）意味的に密接な関連性を持つ二つの漢字が見出しとなる場合，次の例文（１）－（２）のよ
うに一つの出典を挙げて各々の字に対する記述を施す場合もある。下の（１）の原文では，
「表，上衣也，從衣從毛，古者衣裘，以毛爲表，陂矯切」の後に「裏，衣内也，從衣，里
聲，良止切」と続くが，「衣外也」という部分は見当たらない。例文（２）の場合，『大広
益会玉篇』を参照すると，「血」に対する「肉中赤汁也」の部分は見当たらず，「脉」に対
しては，「肉中血理也」の「血理也」のみ確認できる。
（１） 表裏 説文云，表［碑矯反，宇閇］，衣外也，裏［音里，宇良］，衣内也。（４－１８ウ）
（２） 血脉 野王案，血［音决，知］，肉中赤汁也，脉［音麥，知乃美知］，肉中血理也。
（２－３３オ）
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合が殆どである。７）
３．複数の出典が示される場合における提示順序の問題
ここでは，複数の出典が挙げられる場合，どのような順序で示されるかとい
う問題について考察する。まず，２．２の例文（１０）－（１３）のように，見出し語
と関連性を持つ事柄の記述が示される場合は，見出し語に直接関わる記述が関
連事項の記述より優先するのが自然である。２．３の例文（１４）－（１５）のように
注釈が附く場合は，もちろん注釈文が後に示される。また，２．４の例文（１６）
－（１７）のように見出しを構成する各々の字に対して出典を挙げる場合は，前
の字に関する記述が後の字に関する記述より先行する。それに対して，２．１の
例文（５）－（９）のように見出し語に関する複数の情報が示される場合は，どの
ような基準によって順序付けられるのか，明確ではない。ここでは，その可能
性として，見出し語と一致する形が本文の中に現れるかどうかという問題，そ
して，出典文献の性格との関連性について考えてみることにする。
３．１．見出し語と一致する形が本文の中に現れるか
『倭名類聚抄』で出典を挙げることが，見出しの漢字・漢語が典拠となる文
献の中に実在することを示すためであるなら，本文の中に見出し語と一致する
形が現れるかどうかという問題が出典配列の一つの基準として働く可能性が考
えられる。
下の〈表１〉は，見出し語と一致する形が現れる場合を，提示される文献の
数や順番別に分けて纏めたものである。８）完全に一致する場合の数値の下に，部
分的に一致する場合や見出し語を構成する各々の字が離れて現れる場合，異体
字が使われる場合などを含む数値を［ ］の中に示し，総数に対する比率を
各々提示する。
『倭名類聚抄』の本文に関する一考察 ５１
提示
文献数 総数
見出し語と一致する形が現れる場合
１番目の文献 ２番目の文献 ３番目の文献 ４番目の文献
１ １９９４
１７６６（８８．５％）
［１９８０］（９９．２％）
― ― ―
２ ５１９
４１２（７９．３％）
［４９５］（９５．３％）
２４６（４７．３％）
［３１９］（６１．４％）
― ―
３ ８２
６０（７３．１％）
［８０］（９７．５％）
３２（３９．０％）
［５０］（６０．９％）
２４（２９．２％）
［３９］（４７．５％）
―
４ １１
１０（９０．９％）
［１１］（１００％）
４（３６．３％）
［５］（４５．４％）
２（１８．１％）
［３］（２７．２％）
２（１８．１％）
［３］（２７．２％）
（１８）〈表１〉
～～～～～～～
～～～～～～～
まず，一つの出典が提示される場合は，見出し語と完全に一致する形が本文
中に使われる場合が殆どで，部分的に一致する場合や見出し語を構成する各々
の字が離れて現れる場合，あるいは異体字が使われる場合９）などを含めると，
全く一致しない場合は極めて稀である。そして，出典が複数にわたる場合は，
最初に引用される文献の中に見出し語と一致する形が現れることが多く，より
後になればなるほど，見出し語と一致す形が現れる比率は低くなる。
一方，十巻本と二十巻本の間で，見出し語の交代と共に，出典の提示順序も
８）五つの文献が示される場合は，２例に過ぎず，〈表１〉には示していない。２例のう
ち，１例（「鼻」）は注６で示したが，もう一つの例を下に挙げておく。下に示す「琴」の
条に関しては，諸本間の異同が見られるが，ここではテキストとして使用した十巻本の例
のみを提示する。
琴 唐韻云，琴［巨金反］，樂器，神農作之，本五絃，周文王加二絃［音與弦同，古度乃
乎，樂有絃者皆用之］。
帝王世記云，炎帝作五絃琴。
世本云，神農作之。
琴操云，伏犠作之，以具宮商角徴羽，至周文王増二絃，一説云，文王武王各加一絃。
文選琴賦云，徽以鐘山之玉［今案俗説，琴體有龍池，鳳池，龍舌，龍尾，蜂腰，鳳
足，絃門，絃納，古人肩等名］。 （６－２ウ）
９）異体字が使われる場合は，次の例（１）－（２）のように割注の中に「字亦作」，「字或作」
などの注が付く。
（１） 笋 爾雅注云，筍［音隼，字亦作笋，太加无奈］，竹初生也。 （１０－８６ウ）
（２） 四聲字苑云， ［音餘，字或作輿，古之］，車無輪也。 （３－６８ウ）
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逆転する場合がある。次の（１９）と（２０）は十巻本，（１９´）と（２０´）は二十巻本
の例である。
（１９） 大甕 辨色立成云，大甕［美賀］。
本朝式云， ［和名同上，音長，一音仗，見唐韻］。（４－８８オ）
（１９´） 本朝式云， ［美加，今案，音長，一音仗，見唐韻］。
辨色立成云，大甕［和名同上］。 （１６－７オ）
（２０） 艾 本草云，艾，一名醫草［與毛 ］。
兼名苑云，蓬［音逢］，一名［音畢］，艾也。 （１０－５５ウ）
（２０´） 蓬 兼名苑云，蓬一名［艾也，蓬二音逢畢，和名與毛木，艾音
五盖反］。
本草云，艾，一名 草。 （２０－１３オ）
上のような例の存在は，見出し語と一致する形が本文の中に現れるかどうか
という問題を『倭名類聚抄』の出典提示における一つの基準として考える根拠
となり得るだろう。
それに対して，次の例文（２１）と（２２）は，十巻本と二十巻本の間で見出し
語の交代はあるものの，文献の提示順序は変わらない場合である。１０）（２１）と
（２２）は十巻本，（２１´）と（２２´）は二十巻本の例である。
（２１） 渡子 文選江賦云，渉人於是 榜［ ，正也，和名佐乎］。
日本紀私記云，渡子［和太利毛利，今案俗云和太之毛利］。
（１－１０３オ）
（２１´） 渉人 文選江賦云，渉人於是 榜［ ，正也，和名佐乎］。
１０）不破（１９９１）では，十巻本と二十巻本の間で見出し語が交代する例として，（１９）の「大
甕－ 」のほかに「浅甕（十巻本）－ （二十巻本）」，また（２１）の「渡子－渉人」のほ
かに「水手（十巻本）－舟子（二十巻本）」や「挾杪（十巻本）－楫師（二十巻本）」の例を
指摘したが，（２０）と（２２）の例に関しては触れていない。
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日本紀云，渡子［和名和太之毛利］，一云［和太利毛利］。
（２－１１ウ）
（２２） 嚇 唐韻云，鳴［音名，奈久］，鳥啼也，囀［音轉，佐閉都流］，鳥
吟也。
文選蕪城賦云，寒鴟嚇 ［嚇音呼格反，師説賀々奈久］。
（７－４９ウ）
（２２´） 鳴 唐韻云，鳴［音名，訓與啼同］，鳥啼也，囀［音轉，訓佐閉都
流］，鳥吟也。
文選蕪城賦云，寒鴟嚇 ［嚇音呼格反，師説寒鴟讀古伊太流止
比，嚇讀加々奈久］。 （１８－１２ウ）
このような例においては，また他の基準が作用しているように思われる。『倭
名類聚抄』で出典を提示するのは，見出し語の形が実在することを示すだけで
なく，見出し語が典拠を持つことを表すことで権威付けようとする本文主義に
関わることもある。その点を考慮すると，どのような文献を出典として挙げる
かという問題は，出典を選ぶ段階のみならず，複数の文献を順序づけて並べる
過程においても，重要な基準として働いていたのかもしれない。次の３．２で
は，その点について考察する。
３．２．本文の内容や出典文献の性格
『倭名類聚抄』の本文は，見出し語に対して，意味説明や別名・異名，用例
などの情報を提示するが，そのような本文の内容は，出典として挙げられてい
る文献の性格と密接に関連する。『倭名類聚抄』には，三百数十種の文献が引
用されているが，総引用回数が２０を超えるものは３０程度に過ぎず，１１）特に韻
書類や字書類，物名・医書類などの漢籍，また，『倭名類聚抄』の材料となっ
た漢語抄類の引用が多い。次に，総引用回数が２０を超える文献を中心に，文
献の性格による出典提示の傾向について検討する。１２）
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３．２．１．漢語抄類
『倭名類聚抄』は，漢語抄類の集大成と言えるほど漢語抄類と密接な関係を
持つ。『楊氏漢語抄』１３）や『辨色立成』，『日本紀私記』のような漢語抄類は，『倭
名類聚抄』の和訓の直接的な材料とされており，「本文未詳」の場合に直挙さ
れる文献として説かれている。１４）次の表は，『倭名類聚抄』における漢語抄類の
引用様相を示している。１５）
１１）総引用回数が２０を超える文献を引用回数が多い順番に提示すると，次の通りである。
（ ）の中の数値は，『倭名類聚抄』における引用回数を示す。引用回数に関しては，蔵中
進・林忠鵬・川口憲治（１９９９）も参考にしつつ，割注に示される場合は除いて数えた。
［１］唐韻（３９８），［２］本草（２４６），［３］説文（１７６），［４］四聲字苑（１５９），［５］玉篇（野
王案）（１４１），［６］兼名苑（１３６），［７］楊氏漢語抄（１２０），［８］釋名（１０４），［９］爾雅（９４），
［１０］辨色立成（８６），［１１］爾雅注（８５），［１２］崔禹食經（６８），［１３］蘇敬本草注（５８），
［１４］日本紀私記（５６），［１５］陸詞切韻（５５），［１６］陶隠居本草注（５４），［１７］蒋魴切韻
（４７），［１８］唐令（４４），［１９］兼名苑注（４５），［２０］文字集略（４４），［２１］孫 切韻（４２），
［２２］文選（３８），［２３］爾雅集注（３２），［２４］考聲切韻（３０），［２５］唐式（２９），［２６］本
朝式（２８），［２７］内典（２７），［２８］病源論（２７），［２９］文選注（２６），［３０］広雅（２３），［３１］
毛詩注（２３），［３２］周禮注（２０）。
１２）辞書に多数の出典が挙げられる場合は，その出典の間に序列が存在し，配列の順序が決
められることがある。同じ平安時代の代表的な古辞書である『類聚名義抄（図書寮本）』
の場合，「法華音訓－篆隷万象名義－一切經音義－妙法蓮華經釈文－大般若經音訓－玉篇
－東宮切韻－和名抄」のような序列で示されるという宮澤（１９９２），池田（１９９４）などの
研究結果が出されている。出典間の序列を明らかにするためには，二つの文献が同一の項
目の中で共に挙げられる際，それらの文献がどういう順序で並べられているのかを調べな
ければならない。『倭名類聚抄』の場合，引用されている文献の数は多いが，二つの文献
が共に挙げられる場合の数は，序列を比較できるほど十分ではない。なお，二つの文献の
順序が必ずしも決まっているわけではなく，前後の順序が逆転することもある。また，『倭
名類聚抄』に引用されている文献の幾つかは，直接的な材料となった文献より孫引きして
いる可能性が高いとされていて，『倭名類聚抄』において出典の序列を比較するのは難し
いかもしれない。ここでは，ある文献が他の文献と共に挙げられる際，一番目の出典とし
て挙げられる回数と二番目以降に示される回数を比較し，出典提示の傾向を把握すること
にしたい。
１３）「漢語抄」と「楊氏漢語抄」は，同じものとして扱うか，別のものとして認めるかとい
う問題があるが，〈表６〉の「楊氏漢語抄」の数値には，「漢語抄」の数は入れていない。
因みに，「漢語抄」は，総引用回数が１３回で，他の文献とともに挙げられる場合は３例あ
るが，すべて後に示されている。
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総（＝＋） 単（） 複（＝＋） 初（） 後（）
楊氏漢語抄 １２０ ７８ ４２ ８［７］ ３４［３０］
辨色立成 ８６ ６６ ２０ ５［３］ １５［１１］
日本紀私記 ５６ ３４ ２２ ２［２］ ２０［１５］
（２３）〈表２〉
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上の〈表２〉を見ると，漢語抄類は他の文献より後に挙げられる傾向が顕著
に現れている。最初に示される場合（）のうち４例は，例文（２４）のように
漢語抄類同士で引用される場合である。また，例文（２５）のように後に『本朝
式』が置かれる場合も６例見られるが，『本朝式』は日本で作られた国書であっ
て，正格である中国の漢籍に対する「仮」のものと言える。１６）漢語抄類の後に
『本朝式』が置かれるのは，このような性格に因るものと考えられる。一方，
漢語抄類は，見出し語に対する説明を行うことは稀で，おおよその場合は見出
し語のみを単独で示す。
１４）『倭名類聚抄』の序文において，漢語抄類が言及される部分を下に挙げておく。（１）は
内親王が源順に『倭名類聚抄』の編纂を命じた経緯を述べる部分で，（２）は源順の述過
程に関わる部分である。
（１）「其教曰，我聞思拾芥者，好探義實，期折桂者，競採文華，至于和名，棄而不屑，是
故雖一百帙文舘詞林，三十巻白氏事類，而徒備風月之興，難決世俗之疑，適可決其疑
者，辨色立成，楊氏漢語抄，大醫博士深根輔仁奉勅集和名本草，山州員外刺史田公望
日本紀私記等也，然猶養老所傳楊説纔十部，延喜所藥種只一端，田氏私記一部三巻，
古語多載，和名希存，辨色立成十有八章，與楊家説名異實同，編 之間，頗有長短…
（中略）…汝集彼數家之善説，令我臨文無所疑焉」
（２）「或漢語抄之文，或流俗人之説，先舉本文正説各附出於其注，若本文未詳，則直舉辨
色立成・楊氏漢語抄・日本紀私記，或舉類聚國史・万葉集・三代式等所用之假字」
１５）割注で使われる場合は除き，出典として引用されている総数（）を，単独で示される
場合（）と他の文献と一緒に使われる場合（）に分けて提示し，他の文献と共に使わ
れる場合（）に対しては，最初の本文として引用される場合（）と二番目以降に示さ
れる場合（）の数を各々示す。また，初めに置かれる場合（）と他の文献の後に示さ
れる場合（）に対しては，見出し語と関連性を持つ事柄に関する記述が示される場合
（２．２）や注釈が附く場合（２．３），二つの字に対して各々出典を挙げる場合（２．４）を除い
た数を［ ］の中に提示する。以下，〈表３〉～〈表６〉に関しても同じである。
１６）『倭名類聚抄』の序文で日本製の「仮字」として挙げられている「類聚国史」や「万葉
集」，「開元式」なども，他の文献と共に挙げられる場合はすべて後に示される。「功程式」
は他の文献と共に使われる例が見当たらない。
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総（＝＋） 単（） 複（＝＋） 初（） 後（）
唐韻 ３９８ ２４１ １５７ ９６［８８］ ６１［３２］
四聲字苑 １５９ ８９ ７０ ３６［２２］ ３４［１６］
陸詞切韻 ５５ ３２ ２３ ２１［１２］ ２［２］
蒋魴切韻 ４７ ３０ １７ １１［６］ ６［２］
孫 切韻 ４２ ２７ １５ ４［３］ １１［１０］
考聲切韻 ３０ ２２ ８ ５［５］ ３［２］
（２６）〈表３〉
（２４） 子鳥 楊子漢語抄云， 子鳥［俗云，阿止利］。
辨色立成云，臈觜鳥［和名同上，一云胡雀，今案本文未詳，但
或説云，此鳥群飛如列卒之満山林，故名 子鳥也］。（７－１５ウ）
（２５） 浅甕 日本紀私記云，浅甕［佐良介］。
本朝式云， ［和名上同，今案所出未詳］。 （４－８８ウ）
３．２．２．韻書類
『倭名類聚抄』には，『唐韻』をはじめ，『四聲字苑』，『陸詞切韻』，１７）『蒋魴切
韻』，『考聲切韻』などの韻書類の引用が非常に目立つ。とりわけ，『唐韻』は
『倭名類聚抄』に引用されている文献の中で最も引用回数が多い。
上の表を見ると，韻書類は『孫 切韻』を除けば，最初に示される場合が多
く，他の文献より優先的に提示される傾向があると言える。１８）他の文献の後に
示される場合でも，見出し語に関する関連事項の記述を付け加える場合や見出
し語を構成する各々の字に対して出典を提示する場合が多く，他の文献の後に
１７）『倭名類聚抄』における 『陸詞切韻』について，上田（１９８４）では，『陸詞切韻』の訓
義に陸法言のものとは思われない部分があることを根拠として，『東宮切韻』からの引用
と指摘するが，辻（１９７９）と中村（１９８８）は，『王仁煦切韻』に親近性を持つ一書からの
直接引用と見ている。中村（１９８８）は，『東宮切韻』からの引用と認めない根拠として，「陸
法言」ではなく，「陸詞」と記していること，また，『東宮切韻』から引用されている他の
切韻に比べて引用回数が多いことを指摘している。
『倭名類聚抄』の本文に関する一考察 ５７
示される比率はより低くなる。韻書類が挙げられている本文の内容は，下の例
文（２７）－（２９）のように見出しの漢字に対する基本的な説明を提供する場合が
殆どである。韻書類は，漢字・漢語に対する説明を記述するのみならず，音注
を付けることも多く，『倭名類聚抄』を編纂する上で，非常に有効で，参考に
値する材料だったと考えられる。
（２７） 畔 陸詞曰，畔［音半，和名久路，一云阿］，田界也。
唐韻云， ［食陵反，字亦作 ，和名上同］，稲田畦也，畦［音
携］，菜畔也。 （１－７６ウ）
（２８） 唐韻云，熾［昌志反，漢語抄云，於 比］，猛火也，又盛也。
四聲字苑云， ［唐隈二音，和名上同］，熱灰兼火也。
（４－１００オ）
（２９） 狐 考聲切韻云，狐［音胡， 豆禰］，獸名，射干也，關中呼爲野干，
語訛也。
孫 曰，狐能爲妖怪，至百歳化爲女者也。 （７－６３オ）
３．２．３．字書類
『倭名類聚抄』には，字書類の引用も多い。次の〈表４〉は，字書類の場合
を提示している。
１８）『倭名類聚抄』の『孫 切韻』の部分は，下のような例で見てわかるように，『東宮切韻』
から孫引きしたものと考えられる。上田（１９５６）によると，『東宮切韻』は，「陸法言，郭
知玄，釈氏，長孫訥言，韓知十，武玄之，薩，麻果，王仁煦，祝尚丘，孫 ，孫 ，沙
門清徹」の切韻を集めているが，これらは，ほぼ時代順の配列である。韻書類のうち，『孫
切韻』のみが他の文献の後ろに置かれる場合が多いことは，『東宮切韻』の中で『孫
切韻』が年代的に新しいものとして後に置かれることと何らかの関連があるのかもしれない。
袈裟 東宮切韻云，釋氏曰袈裟［加沙二音，俗云介佐］，天竺語也，此云無垢衣，又云功
徳衣。
孫 曰，傳法衣，即沙門之服也。 （５－１２オ）
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（３０）〈表４〉
『説文』と『爾雅』は，最初に示される場合が多いが，これらは古くから広
く使われてきた字書として重要視されたと考えられる。１９）とりわけ『説文』に
は，意味説明のみならず，音注が施される場合もあり，複数の情報が得られる
便利さは，韻書と変わらない。『玉篇（野王案）』，２０）『釋名』，『文字集略』は，
次の例文（３１）－（３３）のように，韻書類や字書類などの他の文献の後に示され，
見出し語に対する補足的な説明を付け加える場合が少なくない。
（３１） 蜜 説文云，蜜［音密，此間云美知］，甘也。
野王案，蜂採百花，釀所成也。 （４－５３ウ）
１９）『倭名類聚抄』における「説文」に関しては，山口（１９６８a，b）の研究がある。山口（１９６８a）
は，『倭名類聚抄』の中で「唐韻云，説文…」の形を取っている「炙」（４－６０）や「椽」（７
－４８オ），「果 」（９－５６オ）の例を唐韻から引用されたものとして挙げている。一方，次
の例（１）－（３）は，「唐韻」の後に「説文云」，「爾雅云」と示されており，『広韻』で各々
の部分を確認できる場合である。このような例は，恐らく唐韻からそのまま引用した可能
性が高いと考えられる。因みに，（３）の「烏」の場合は，『広韻』を見ると，「唐韻云」の
後に「説文曰」が入っている。
（１） 唐韻云， ［許規反，久之利］，角錐，童子佩 。
説文云，角鋭端，可以解結者也。 （５－８９オ）
（２） 盆 唐韻云，盆［蒲奔反，字亦作 ，辨色立成云比良加］，瓦器也。
爾雅云， 謂之缶［音不，訓保度 ］。
兼名苑云，盆一名盂［音于］。 （４－９０オ）
（３） 烏 唐韻云，烏［哀都反，加良須］，孝鳥也。
爾雅云，純黒而反哺者，謂之烏［哺音薄故反，食在口也］。
兼名苑云，一名 ［音 ，字亦作鴉，見唐韻］。 （７－１２ウ）
２０）『倭名類聚抄』における「野王案」・「玉篇」に関しては，辻（１９８０）などを参照。
総（＝＋） 単（） 複（＝＋） 初（） 後（）
説文 １７６ １０５ ７１ ４４［２６］ ２７［２０］
野王案・玉篇 １４１ ６８ ７３ ２７［１３］ ４６［２９］
［野王案／玉篇］ ９９／４２ ４４／２４ ５５／１８ １８［８］／９［５］３７［２７］／９［２］
釋名 １０４ ６６ ３８ １３［４］ ２５［２１］
爾雅 ９４ ５５ ３９ ３０［１６］ ９［８］
文字集略 ４４ ２５ １９ ９［５］ １０［４］
『倭名類聚抄』の本文に関する一考察 ５９
総（＝＋） 単（） 複（＝＋） 初（） 後（）
本草 ２４６ １６６ ８０ ５４［２７］ ２６［２０］
兼名苑 １３６ ５８ ７８ ２５［２２］ ５３［４９］
崔禹食經 ６８ ４５ ２３ １０［１０］ １３［１３］
病源論 ２７ ２５ ２ ０［０］ ２［２］
（３４）〈表５〉
（３２） 綺 蒋魴切韻云，綺［ 彼反， ，一云於利毛能，又一訓加无波太］，
似錦而薄者也。
釋名云，綺，棊也，謂方文如棊也。 （３－９０オ）
（３３） 鱗 唐韻云，鱗［音隣，伊路久都，俗云伊侶古］，魚甲也。
文字集略云，龍魚之屬之衣曰鱗也。 （８－３１オ）
３．２．４．医書・物名類
次の〈表５〉は，『倭名類聚抄』において医書・物名類がどのように引用さ
れているかを提示したものである。
『本草２１）』，『崔禹食經』，『病源論』などの医書類は，下の例文（３５）－（３６）の
ように，見出し語に対する説明や別名を提示することが多く，医書類同士で使
われることも頻繁である。『兼名苑』は，例文（３７）のように「一名」を冠し
て様々な異名・別名を示すが，単独で使われるよりは，他の文献と共に挙げら
れることが多い。『兼名苑』の場合，他の文献の後に示される傾向が見られる
が，それは異名・別名を示すという文献上の性格と関わるのかもしれない。２２）
（３５） 鮎 本草云，魚［上音夷］。
蘇敬注云，一名鮎魚［上奴兼反，阿由，漢語抄云銀口魚，又云細
鱗魚］。
崔禹食經云，貌似鱒而小，有白皮，無鱗，春生夏長秋衰冬死，故
名年魚也。 （８－２７ウ）
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（３６） 虫 唐韻云，［音與廻同］，人腹中長虫也。
病源論云，虫［今案一名寸白，俗云加以，又云阿久太］，飲白
酒食生栗等所成也。 （２－６３ウ）
（３７） 沈香 本草云，沈香［沈俗音女林反］，節堅而沈水者也。
兼名苑云，一名堅黒。 （６－３６ウ）
２１）「本草」は，「陶隠居本草注」と「蘇敬本草注」がその注釈として付け加えられる場合が
各々９例，１２例見られる。「陶隠居本草注」と「蘇敬本草注」は，単独の出典として使わ
れる場合も各々３５例，３３例確認される。また，他の文献より前に示される場合もあっ
て，２．３の例（１４）－（１５）のような注釈の場合とは区分できる。「陶隠居注」と「蘇敬注」
が共に使われる場合は，「陶隠居注」が「蘇敬注」より先に挙げられる例が３例見られる。
それは，『倭名類聚抄』の直接的な材料とされる『本草和名』において，年代的により古
い「陶隠居注」が「蘇敬注」より先に提示されることを反映していると判断される。下の
例文（１）には『倭名類聚抄』，（１´）には『本草和名』における「積雪草」の例を挙げて
おく。ほかの２例（「大麥（９－５ウ）」，「仙霊毘草（１０－４１ウ）」）の場合も，『本草和名』で
該当部分を確認できる。一方，『倭名類聚抄』で「蘇敬注」が「陶隠居注」より先に示さ
れるのは，例文（２）の「醍醐（４－５２オ）」１例のみであるが，（２´）の『本草和名』では，
「蘇敬注」や「陶隠居注」を出典として挙げていない。
（１） 積雪草 陶隠居曰，積雪草［豆保久佐］，寒冷故以名之。
蘇敬曰，其葉如錢，故亦名連錢草。 （１０－６１オ）
（１´） 積雪草［陶景注云，此草當奇寒冷耳］一名地銭草［葉如銭故以名之］一名連銭草［已
上二名出蘇敬注］一名停雪［出釈藥］一名水氷［出雑要決］和名都保久佐
（上３４ウ）
（２） 醍醐 蘇敬曰，醍醐［啼胡二音，此間音内五，醐字，或又作 餬，見唐韻］，是酥
之精液也。
陶隠居曰，一名解酥，言蘇一斛之中得四升也。 （４－５２オ）
（２´） 醍醐［仁輯音啼胡二音蘇之精液也］一名解醐［百練者名也］一名醍醐妙藥［已上二
名出崔禹］一名鋒胡［出雑要決］唐 （下６ウ）
２２）『倭名類聚抄』で『兼名苑』を出典とする１３６例中，「一名」を冠して別名・異名を示し
ている例は１２５例に達する。その中には，下に示す例文（１）－（３）のように意味説明が記
述される場合も４０例ほど見られる。箋注では，「一名」の形式で別名・異名のみを羅列す
る「兼名苑」と，意味説明的な本文を持つ「兼名苑注」を区分し，「兼名苑」を出典とし
ながら「一名」の形式のほかに何らかの意味説明が記述される場合に関しては，「蓋（是）
兼名苑注文」，「當是兼名苑注文」，「疑是兼名苑注文」などの注を付けている。
（１） 短刀 兼名苑云，刺刀［能太知］，短刀也。［○所引蓋兼名苑注文（後略）］。（５－４０ウ）
（２） 長庚 兼名苑云，大白星一名長庚［此間云，由布都々］，暮見於西方爲長庚耳。［○
（前略）暮見以下，當是兼名苑注文（後略）］ （１－１６オ）
（３） 山榴 兼名苑云，山榴［阿伊豆々之］，即山石榴也，花與羊躑躅相似矣。［○兼名苑
下恐脱注字］。 （１０－１０１オ）
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総（＝＋） 単（） 複（＝＋） 初（） 後（）
唐令 ４４ ３０ １４ ５［４］ ９［７］
唐式 ２９ １９ １０ ２［２］ ８［６］
本朝式 ２８ １７ １１ １［１］ １０［９］
（３８）〈表６〉
３．２．５．令・式のような実用書
次の〈表６〉は，令・式のような実用書の引用様相を提示している。
『唐令』と『唐式』は，韻書・字書類などの漢籍の後に示されることが多い。
最初に挙げられる場合でも，その後には下の例文（３９）－（４０）のように『本朝
令』や『本朝式』などが示されることが少なくない。『本朝式』は殆ど後に示
されるが，それは３．２．１でも述べたように『本朝式』が日本製の「仮字」であ
ることで説明できる。２３）『唐令』と『唐式』は，典拠ある漢籍と言えるが，これ
らは学問の世界における正統の文献として十分認められなかったのかもしれな
い。なお令・式のような実用書は，漢字・漢語に対する意味説明よりは，用例
として使われることが多い。
（３９） 腰鼓 唐令云，高麗伎一部，横笛腰鼓各一［腰鼓俗云三鼓］。
本朝令云，腰鼓師一人［腰鼓讀久禮豆々美，今呉樂所用是也］。
（６－１５オ）
（４０） 燈籠 内典云，燈爐［見涅槃經］。
唐式云，燈籠［見開元式］。
本朝式云，燈樓［見主殿寮式，今案三名皆通稱也］。（４－１０５オ）
２３）関連するものとして，「本朝格」や「本朝令」の場合が考えられるが，本朝格は３例と
も単独の本文として使われており，本朝令の２例と本朝令義解の１例は，単独で使われる
ことはなく，唐令などの後に挙げられている。
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４．終 わ り に
『倭名類聚抄』の本文は，見出し語に対して，意味説明や別名・異名などの
情報を示すが，本文提示のもっとも重要な目的は，見出しとなる漢字・漢語の
形が典拠を持つことを示すことである。しかし，『倭名類聚抄』の項目の中に
は，見出し語と一致する形が本文中に現れない場合が少なくない。
『倭名類聚抄』において，見出し語と本文はどのように関係するのだろうか。
もし本文より見出し語を選ぶのであれば，下の例（４１）－（４４）のように，本文
に現れない形を敢えて見出し語とすることは理解しがたい。また，例文（１６）
の「脅肋」や（１７）の「臣僕」のように二字の見出し語に対して各々出典を挙
げている場合から見ても，やはり見出し語となり得るものを先に選び，それに
関する本文を探したと考えるのがより妥当であると判断される。
（４１） 道祖 風俗通云，共工氏之子好遠遊，故其死後，祀以爲祖神［漢語抄
云，道祖，佐部乃加美］。 （１－３８ウ）
（４２） 烏賊墨 野王案， 魚，背有一大骨，腹中有墨［背骨與甲同，墨以加
乃久呂美］。 （８－５４オ）
（４３） 白貝 唐韻云， ［古三反，一音含，辨色立成云， 於富，本朝式用
白貝二字］。
爾雅云，貝在水曰 也。 （８－４３オ）
（４４） 舟事類 説文云， ［子紅反，俗云爲流］，船着沙不行也。
唐韻云，艤［魚綺反，訓不奈與曾比］，整舟向岸也， ［初教
反，訓加比路久］，船不安也。 （３－６０オ）
一方，『倭名類聚抄』の項目は，「見出し語－本文－和訓」を基本構成とする
が，中には和訓が提示されない例が多数存在する。和訓の収集・整理は，『倭
名類聚抄』の重要な編纂目的であろうが，「族昆弟」，「仍孫」のように「和訓
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をしるそうにもしるすことのできない語」（濱田１９６７）までも項目として設定
していることを考えると，少なくとも項目編成において，和訓は必須不可欠な
要素とは言い難い。そうすると，『倭名類聚抄』の項目編纂において，その出
発点となれるのは，見出し語に他ならないということになる。『倭名類聚抄』が
何を材料として，どのように見出し語を選定したのかに関しては，より綿密な
検討が必要となるが，『倭名類聚抄』が基本的に類書の構成を模倣しているこ
とを考えると，見出し語の選定においても，類書が重要な参考資料となった可
能性は高いと判断される。そして，『倭名類聚抄』は漢語抄類に基づいて作ら
れたとされるが，漢語抄類は，『倭名類聚抄』の和訓の材料となるだけでなく，
項目選定においてもやはりその材料として使われたと考えられる。２４）恐らく，
類書や漢語抄類などを材料として見出しとなり得るものを選び，それに関わる
情報を様々な文献より集め，取捨選択したのだろう。『倭名類聚抄』がなるべ
く典拠ある「本文」を求め，権威付けようとしたことを考えれば，見出しに関
しても，同じことを求めていたのだろうと推測できる。場合によっては，本文
２４）漢語抄類を出典とする本文で漢語のみを単独で示す場合が多いことは，その点に関連付
けて解釈できるかもしれない。他に「本草」の場合も，漢語のみを単独で提示する場合が
３割（２４６例の中８２例）程度に達するが，「本草」と示される部分は，河野（１９８３，１９８８）
で指摘したように，『本草和名』を基準として，孫引きのような形で『新修本草』より本
文を探したと思われる。下の例文（１）－（６）で示す「山石類」の「陽起石－凝水石－慈石
－玄石－理石－長石」の部分が，『本草和名』（１－６ウ～１－７ウ）・『新修本草』（巻４）の提
示順序とほぼ一致することは，『倭名類聚抄』の項目選定の問題を考える上で，とても興
味深い。漢文注においても，「一名」を冠する部分は『本草和名』・『新修本草』の記述と
一致する。（２）の「凝水石」に対する「或云，縱理爲寒水，横理爲凝水」の部分と（３）の
「慈石吸針」の部分は，『本草和名』では見当たらず，『新修本草』では確認できるが，『新
修本草』では「慈石」を「磁石」と示している。
（１） 陽起石 本草云，陽起石，一名羊起石。 （１－６９オ）
（２） 凝水石 本草云，凝水石，一名寒水石，此石末置水中，夏月能爲氷，或云，縱理爲
寒水，横理爲凝水。 （１－６９オ）
（３） 慈石 本草云，慈石吸針［慈石此間云之 久，慈正，從石作␏，見唐韻］。
（１－６９ウ）
（４） 玄石 本草云，玄石，一名玄水石［今案慈石，又有玄石之名］。 （１－７０オ）
（５） 理石 本草云，理石，一名立制石［今案 石，又有立制之名］。 （１－７０ウ）
（６） 長石 本草云，長石，一名方石。 （１－７０ウ）
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を探してから見出し語を見直し，見出し語を置き換えることもあったのだろ
う。例（１９）－（２２）のように十巻本と二十巻本の間で見出し語が交代される場
合からも，そのような検討の過程を想定することができるのである。
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